
 
 

【区内の活性化・観光振興に関する事業】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【安全・安心、環境、地域コミュニティに関する事業】 

地域の特色ある文化事業の推進 局 Ｂ 

豊かな森林の保全・育成 局 Ｂ 

環境学習・里山体験活動の充実 局 Ｂ 

「地域環境力」診断 局 Ｂ 

地域の「安全・安心力」診断 局・区 Ｂ 

総合型地域スポーツクラブ推進事業 局 Ａ 

自治会加入の促進 局・区 Ｂ 

地域の祭りやイベントの活性化 区 Ｂ 

地域情報の発信 局・区 Ｂ 

 
【担い手づくり】 

 

区ビジョン重点プロジェクト 事業名 所管 
総合計画 

評価 

さがみ縦貫道路・津久井広域道路等国県道の整備 局 Ａ 

市道の整備 局 Ａ 

公共交通網の整備促進 局 Ａ 

新たな公共交通の導入及びパークライドバスライドの駐車場の整備検討 局 Ａ 

リニア中央新幹線の建設促進と市内駅の実現に向けた取組 局 Ａ 

橋本駅周辺地区整備事業 局 Ａ 

相模原インターチェンジ周辺における新拠点まちづくり事業 局 Ａ 

地域特性を生かした産業の創出 局 Ｂ 

中心市街地の魅力向上 局 Ａ 

企業誘致の促進 局 Ｂ 

体験型農園の開設 局 Ｂ 

観光交流を創出する癒しの拠点の形成 局・区 Ａ 

地域資源を生かした観光プランの推進 局・区 Ａ 

魅力ある地域特産品の開発支援、販路の確保・拡大 局 Ｂ 

自然を生かした遊歩道やハイキングコースの整備 局・区 Ｂ 

地場産木材・間伐材の利用促進 局 Ｂ 

自然を生かした「健康ウォーク」などの開催 局・区 Ｂ 

水源地の魅力発信 局・区 Ｂ 

区の魅力を生かしたイベントなどの開催 局・区 Ａ 

区の魅力づくり事業の推進 区 Ａ 

観光交流を創出する癒しの拠点の形成 Ｂ １班 

地域資源を生かした観光プランの推進 Ｂ １班 

水源地の魅力発信 Ｃ ３班 

区の魅力づくり事業の推進 Ｂ ３班 

地域の「安全・安心力」診断 Ｂ ２班 

地域の祭りやイベントの活性化 Ｂ ２班 

次代における地域の担い手の育成 局・区 Ｂ 

地域貢献活動の推進 局・区 Ｂ 

地域活動促進事業 局・区 Ｂ 

地域の子育てを担う人材育成の推進 局 Ａ 

安全・安心に関わる団体の担い手の確保 局 Ａ 

新たなコミュニティの育成による地域の活性化 局・区 Ｂ 

ボランティアに関する情報提供の充実 局 Ｂ 

農林業後継者の確保・育成の支援 局 Ｂ 

観光を担う人材の育成・支援 局・区 Ａ 

地域の福祉活動の担い手の確保・育成 局・区 Ｂ 

ＮＰＯ・ＮＧＯなどの市民活動の促進 局 Ｂ 

まちづくりの担い手の連携促進 局・区 Ｂ 

担い手の育成・連携について Ｂ 
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区民会議における 

評価項目と評価結果 

緑区区ビジョンの評価結果について 

・点から面へ広げる観光情報の発信の仕組みづくりが

必要である。 

・地域の方などと協力し、常時受け入れられるような

体制づくりが必要である。 

・多くの取り組みを行っているが、それらを周知する

方法に乏しい。緑区全体で一体感を感じられるよう

な事業にも取り組んでいく必要がある。 

・学校の授業で水源地の魅力などを子ども達に教える

ことも、水源地の住民としては必要なことなのでは

ないか。 

・地域の実情を踏まえた防災組織が必要であり、併せ

て自治会の加入促進などによる更なる地域コミュニ

ティの醸成が必要である。 

・イベント情報が区内外に十分広がっていない。各地

区のイベントに相互に参加するなど、地区を越えた

交流が大切である。 

＋ 

別紙１ 

・団体同士の連携を通してお互いのレベルアップにつ

なげる必要がある。 

・学生も含めて幅広い年代層を取り込む必要がある。

また、分野を越えて、横断的に全体をまとめるよう

な核となる人材も必要である。 

・地域活動の情報を発信することが重要であり、年代

や対象別に効果的な手法を検証する必要がある。 


